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1.はじめに  

 建設発⽣⼟中に⾃然由来の重⾦属等が含まれている事がある。重⾦属の存在形態や溶出の過程に着⽬する
と、中性状態の⼟からは重⾦属類が溶出しにくい 1)とされることから中性化処理に取り組んでいる 2)。中性化
処理の過程で使⽤するアルカリ資材の中性化処理効果を発現するタイミングや必要な添加量等はそれぞれ異
なる特性を有する。本研究では、酸性⼟にアルカリ資材を複数混合する事で、それぞれの特性を⽣かし、より
効果的かつ、低コストでの中性化処理を⾏う事を⽬指した。 
2.アルカリ資材の特性 

 アルカリ資材は重質炭酸カルシウム（Ca 材）2)、マグネシウム系固化材（Mg 材）2)、製鋼スラグ（SS 材）
2)の 3 種を使⽤した。Ca 材は坑排⽔処理の分野で中性化処理の実績
2)があり、Mg 材はヒ素の不溶化に効果 4)があり、SS 材は添加後溶
出するカルシウムによりヒ素の溶脱が抑制 5)される。Ca 材と SS 材
は中性化処理効果が発現されるまで養⽣が必要であるが、Mg 材は
添加後すぐに中性化処理効果を発現する。SS 材は中性化処理効果
にばらつきがある為、もともと最⼤粒径 5mm 程度であったものを
0.85mm 以下に粉砕し使⽤ 2)した。  
3.試験方法  

試料には新⾨司⼟砂処分場で採取された浚渫⼟と千葉県の地⼭
で採取された関東ローム B を使⽤した。試料の特性を表-1 に⽰す。
中性化処理⼟の作製⽅法を図-1 に⽰す。浚渫⼟は pH=3、関東ロー
ム B は pH=4 になるように 1.8mol/L に希釈した希硫酸を添加し酸
性⼟を作製した。この酸性⼟に対しアルカリ資材を混合したものを中性
化処理⼟とした。養⽣ 1 ⽇⽬、7 ⽇⽬、28 ⽇⽬で酸性化可能性試験の検
液で pH（H2O2）、⼟懸濁液試験の検液で pH（H2O）と 電気伝導率 EC
（H2O）を測定した。なお、ばらつきを考慮して検液は同⼀試料から 3 つ
作製した。中性化処理の判断基準として⽣活環境基準の保全に関する環
境基準 6)に沿い、pH=6.5〜8.5 をグリーンゾーン、優良な中性化処理が施
されたものとして pH=7.8〜8.3 をブルーゾーン、中性
化処理が不⼗分なものとしてそれ以外をレッドゾーン
とした。 
4.アルカリ資材の添加率と中性化処理効果 

図-2 は中性化処理した浚渫⼟のアルカリ資材添加率
と pH（H2O2）の関係である。SS 材添加⼟は SS 材=8%
でも酸性域（レッドゾーン）に⼊っている。Mg 材添加
⼟は Mg 材＝2％でもアルカリ域（レッドゾーン）に⼊
っている。C a 材添加⼟は Ca 材≧4％の養⽣ 7 ⽇⽬ 

表-1 試料の特性 

 

 
図-2 アルカリ資材の添加率と pH の関係 

 
図-1 中性化処理⼟の作製 
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以降で中性域に⼊っているが、Ca 材＝2％ではレッドゾーンとなっている。
また、Ca 材は養⽣によって pH が変動している。複数のアルカリ資材の混
合に関して、アルカリ資材の混合の割合を表-2 に⽰す。図-2 より Mg 材単
体では Mg 材≦2％にする必要がある点と、Ca 材：Mg 材＝70：30（C7M3
材）が中性を⽰すと考えられる添加率を検討し、CM 材＝4％（Mg 材＝
1.2%、Ca 材＝2.8％）とした。SS 材は pH を⾼くする効果が⼩さい為、MS
材＝10％、CS 材＝10％とした。 
5.混合資材を用いた中性化処理 

図-3 は CM 材＝4％の浚渫⼟の pH（H2O）である。中性域内に収まる
と予測して混合した C7M3 材＝4％は、養⽣ 1 ⽇⽬は pH（H2O）7.6 でグ
リーンゾーンであったが、養⽣ 7 ⽇⽬で pH（H2O）＝8.61 となり、以降
もアルカリ側のレッドゾーンとなった。しかし養⽣によるpH
の変動は抑制されている。図-4 は MS 材＝10％の浚渫⼟の
pH（H2O）である。M1S9 材＝10％は養⽣ 1 ⽇⽬で pH（H2O）
＝7.55 となり、養⽣ 7 ⽇⽬で pH（H2O）＝7.32、養⽣ 28 ⽇
⽬で pH（H2O）＝7.42 で中性域内に収まっており、養⽣に
よる pH の変動もほとんど無い。CM 材にも当てはまるよう
に、中性化処理効果の発現のタイミングが異なる 2 種のアル
カリ資材を混合した為、養⽣に伴う pH の変動が抑制された
と思われる。 

図-5 では⼗分な中性化処理を施す事が出来た混合資材を
例に添加率と中性化処理にかかる費⽤の関係を⽰す。M1S9
材＝10％は 0.23 円/kg、C7M3 材＝4％は 1.22 円/kg と添加
率が⾼いが、処理費⽤は低い。 
6.まとめ 

 CM 材 MS 材のような中性化処理効果の発現のタイミン
グが異なるアルカリ資材を混合すると、養⽣に伴う pH の変
動が抑えられる事が分かった。また、中性化処理効果の増⼤
を狙う場合処理費⽤の⾯からも、添加率を上げるよりも混合
材を⽤いる⽅が効率的である事が分かった。現在、混合の割
合を改良した再実験と Ca 材と SS 材の混合材である CS 材
の実験を⾏っており、結果は研究発表会当⽇に発表する。 
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表-2 混合の割合 

 

 
図-3 CM 材の養⽣⽇数と pH(H2O)の関係 

 
図-4 MS 材の養⽣⽇数と pH(H2O)の関係 

 
図-5 費⽤対効果 
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